
地域一体で能代工業バスケットボール部を応援
　全国制覇を目指す能代工業高校バスケットボール部を応援しよ
うと、ＪＡと能代市は同部の寮生と下宿生に向けて、１人あたり
６０㎏分の「ＪＡあきた白神米」を寄贈しました。
　この取り組みは「バスケの街づくり」の一環として行われてお
り、平成２４年度から始まり今年で５年目となります。贈呈にあた
り佐藤組合長は、「粘り強いあきたこまちを食べて、試合でも粘
り強く戦い、日本一を目指してほしい」と激励しました。部員代
表の山田柊人主将からは「頂いたお米をしっかり食べて、それを
力にして能代市に恩返しをしたい」と誓ってくれました。

ＪＡあきた白神

初出荷に向け理解を深める
　りんどう部会（菊地昇一部会長）は４月１５日、能代市山谷地区
と藤里町の圃場で間引き現地講習会を開催しました。
　生産者やＪＡ、地域振興局職員など約２０人が参加した講習会で
は、整芽の時期を迎えたりんどうの間引き方法について説明を受
けました。この間引き作業は、密植したりんどうの茎を減らし、
全体の太さと長さを揃えることにより収穫や選別の作業がスムー
ズになるだけでなく、受光体勢がよくなり、より美しいりんど
うが育ちます。今年度初出荷となる生産者をふくめ部会員全員で、
高品質のりんどう栽培について理解を深めました。

りんどう部会

▲能代工業高校バスケットボール部へあきた白神米を寄贈

▲１本１本手で折っての作業となる

管内の小学校へ教材を寄贈 金融共済部

　ＪＡでは４月１９日、管内の小学校１４校と特別支援学校１校に、
くらしと農業の関わり、また米をはじめとした農畜産物の生産を
テーマとした『農業とわたしたちのくらし』の教材本とＤＶＤを
贈呈しました。
　教材の内容は５年生児童を対象に作成され、生活を維持するた
めに必要な「食」とこれを生み出す「農業」、「環境」と「農業」
のかかわりなどについて写真やイラストを使ってわかりやすく説
明しています。
　この取り組みは平成２０年度に始まり、今年で９回目を数えます。
教材は今後、社会科や総合的な学習の時間などで活用される予定
です。

◀能代市の須藤幸紀教
育長へ贈呈

▲藤里町の浅利美津子教育長へ贈呈

双子座（5・21〜6・21）　協調精神を大切に、笑顔で思いやりを発揮したい期間です。気晴らしにはミュージカルやオペラ鑑賞がお勧め
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